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の国家体制に共通した保持とはどういうことであり、また個々の国家体制の   
保持とはどういうことであるのか、さらに国家体制の各々はいかなる策によっ  ○  
て最も良く保持されるのか、これらの点を前に言及された問題に続いて考察 一  
するべきであろう。   
まず第一に、以下の点を考察の出発点にしなければならない。すなわち、   



























二 利から寡頭制へ、あるいは寡豆粥りから民主制／＼、あるいはこれらの国家体制  
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して、上で述べた状態に陥らせ、上で述べた目的に彼らを駆りたてる体制変 二  
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に変わる。しかし、国家体制は、内乱が生じなくとも、たとえばへライアに こ  
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．ヾ   
開 法（512） 476   
制において内乱が生じるのは、名望家達が自分達は等しくないものでありな  
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こ いは「国家体制」へと変革される。たとえばペルシャ戟争の時に名声を獲得  
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わち、ある場合には、初めに人々を完全に欺いて、その同意のもとに国家体 二  
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○ らを結束させる0そして、人は、このような事態を多くの場合に見い出すで  
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から）。さらに、当時の国家は規模が大きくなく、民衆は農村に住んで、その 5  



































J4   
岡 法（512） 4了0  
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○  しかしまた寡頭制の内部に別の寡頭制が形成される場合にも寡頭制は解体  




J6   
岡 法（51－2） 468  
であり、また九十人で、その選挙はスパルタの長老会の選挙に似て、門閥的  
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傾いた方の各々はそれ自身の力を増大させるので、国家体制はその方向へ移 5  
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同 法（51－2） 464   
る時に彼らはそれを妨げようとしたが、もはや何もすることができなかった。  

























ものから成り立っているが、それ自体は／」、さくないからである。   
こうして、体制崩壊の起源に対するこのような警戒を国政維持の一つの策  
としなければならない。さらに民衆を欺瞞するために考案された策略に頼っ  
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できない場合には、彼らを国外追放によって取り除くべきである。   
しかしまた人は、私的生活が原因で体制を変革することがあるから、国家  
体制に対して、すなわち民主制においては民主制に対して、寡頭制において  
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ても指摘されているところである。ツキディデスは、コルキラで生じた   
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九 良さは、より多くの人が共有するところであるから）、しかし、国庫の監督官  
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徹底的に個人の自由を縮小することがある。」   
（B2）「国家体制に応じて生きるということは、奴隷的生を営むとい  
うことにあるのではなく安泰自立の生を営むことにあると見なされるべ   
き」という文章“0占γ如＆？orどJ♂αエ♂0山£Jα＝ふα＝∂；和叩∂r  
T方7／7｛OAL了e；α7），＆揖∂0’ul卿JαU”を、パーカーは、“Tolivebythe  
rule of the constitutions ought not to be regarded as slavery，but  
rather as salvation”と訳して、以下のむ三を加えている。   
「アリストテレス自身は、自由をどのように定義したであろうか0ニュー  
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．●Jり   
































3J   












ているが、借主のそれは外国の人々からなっている。   
また僧主制が民主制の悪弊と寡頭制の悪弊とを合わせ持っていることも明  
らかである。すなわち、寡豆締りからは、その最終日的が富であること（なぜ  
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入 れるのではないかと考えてしたことであった0  
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を放逐したが、自らも打ち倒されたのである。   
しかし、人々が最も強く借主制に対して攻撃に出る理由は二つある。憎悪  
と軽蔑である。そしてそれらのうちの一つ、憎悪は常に借主に随伴するもの  
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3β   
開 法（5ト・】2） 446   
素材を提供したのであろう。」  

























と答えたという。   
他方、借主制は、二つの最も相い反する方法によって維持される。そのう  
ちの一つは伝来のもので、それにもとづいて、僧主の大部分はその統治を行  
．●？リ   

























ジプトのピラミ、ソドであ り、キュプセロスー族の奉納物であり、ペイシスト  
ラトスー族による、オリュンビオスの神殿造営であり、サモスにある建造物  
八 のうちのポリュクラテスの営んだものである（これらはすべて、同じ効果を  
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・／／   
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岡 法（512） 440  
て、不名誉と思われるものに対しては、より大きな名誉で償うようにすべき  






スも言うように 、自分の身を惜しまないからである。円く、激怒と闘うこと  
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七 い人物であったということ、また、大衆に配慮して、その心を獲得したから  
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岡 法（51－2） 438   

















ある。   
こうして、諸々の国家体制について、また君主制について、これらがいか  
なる理由により崩壌し、またいかなる理由によって維持されるのかが、その  






変化するから、と述べている。そしてその変化の元（はじめ）は、「その比四 七  
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■／．ヾ   



























たとか、侮辱された場合には、反乱を起し、国家体制を変化させるのである0 与  
また、たとえ財産を蕩志しなくともそうするであろう。彼らは何でも欲する  一  
ことを行うことが許されているのだから……ソクラテスは、過度の自由がそ  
の原因であると言っている。   
また寡頭制や民主制はその種類が色々あるにもかかわらず、ソクラテスは、  
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（B2）アリストテレスのプラトン 什1司家』批判について、パーカーは  


















出すことがある」という文章に、パーカーは、次の注を加えている。   
「この文章の説明として、以下のことを指摘すべきであろう。プラト  
七  
．うり   
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ご了IJ   
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さ 合、富者達の四人が貧者に、貧者達の五人が富者に加わった時、そのような  
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六 就くという方法が有益でもあー）、またそれが行われるのを常とLているので  
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五 しているからである。従って民衆指導者はこのような方策を採るのを常とし  
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ある生活よりも無秩序な生活のほうが快いからである。   
（Bl）パーカーは、この章の前半に対して、次の注を加えている。  
「アリストテレスの思考の農本主義的傾向（反商業主義的、反工業主  
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選ぶようにすることによっても可能である。   
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五 国家体制への関与を許されるが、その財産資格によって民衆から編入される  
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説明されたこととしよう。   
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人々はこの役職を収入官とか財務官とか呼んでいる。   
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415 アリストテレス『政治学』  































冗）   
岡 法（51－2） 414  
監視にかかわる特別の一つの職があるべきではなく、また同一の職が常にそ  
れに従事すべきではなく、青年団とか警護団のような組織があるところでは、  





























7ヱ   
413 アリストテレス『政治学』  
議会と呼ばれる。   
こうして、統治職のうち、市民的政治的性格を持つものは、ほぼ以上のよ  


























であり、評議員は民主制的である。   
こうして統治職については、一般的ではあるが、ほとんどすべてのものに  
ついて言及されたこととなる。  
72   
開 法（51－2） 412   
（Bl）アテナイの十→人衆について、バーーカーは次の注を加えている。   
「実際は、十一人衆は、囚人監視と重大な判決の執行との双方の義務  
を負っていた。しかし多くの刑罰に対しては別個の役人も存在していた。」  
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